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厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の

会
員
の
皆
様
お
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
十
四
回
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
会
員
総
会
・
理
事
会

に
お
い
て
、
西
村
忠
雄
前
会
長
の

勇
退
（
退
任
）
に
伴
い
会
長
と
い

う
大
変
な
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誠
に
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
経
験
豊
か
な
諸
先
輩
の

方
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き

な
が
ら
会
の
発
展
の
た
め
に
職
務

の
遂
行
に
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
格
的
な
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

し
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
ま
す
ま
す
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
社
会
目
標
は
、

私
達
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
の
活
動
と

軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
ま

す
。
高
齢
化
に
よ
る
体
力
の
衰
え

と
高
齢
者
が
労
働
力
需
要
と
し
て

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
、
ク
ラ

ブ
会
員
の
減
少
傾
向
の
一
要
因
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
が
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
に
入
会
し
て
頂
き
ク

ラ
ブ
活
動
の
三
大
目
標
で
あ
り
ま

す
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
活
動

を
共
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
活
動
内
容
も
皆
さ
ん
と

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
社
会
環
境

変
化
に
対
応
し
得
る
も
の
に
見
直

し
つ
つ
、
参
加
し
て
楽
し
い
活
動

と
思
わ
れ
る
行
事
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
新

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

（
京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

会
長
　
藤
川
　
　
泰

ご
挨
拶

　5 月 30 日㈮、ロームシアター京都サウスホールで、すこやかクラブ京都
第14回会員総会が開催されました。開会宣言、西村会長のあいさつ、松
井孝治京都市長からの来賓祝辞に続き、報告事
項と議案について審議されました。
〈報告事項〉　
　〇�令和 6 年度事業報告について
　〇�令和 7年度事業計画について
　〇�令和 7年度収支予算について
〈決議事項〉
　〇第１号議案　�令和 6年度収支決算について
　〇第 2号議案　�役員の選任について
　各議案は承認され、議事が終了。
　�任期満了に伴う役員の改選があり、17 名の理

事候補と 2 名の監事候補が提案され、承認の
拍手により候補者全員が選任されました。
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役　職 氏　名 区　分
顧　問 西村　忠雄 東山区老連顧問
会　長 代表理事 藤川　　泰 右京区老連会長
副会長 理　事 三浦　　明 南区老連会長
副会長 理　事 山㟢　謙二 下京区老連会長
副会長 理　事 中村　洋子 市老連女性委員長

理　事 川島　康伸 北区老連会長
理　事 関　　弘武 上京区老連会長
理　事 小林　次雄 左京区老連会長
理　事 吉田　重信 中京区老連会長
理　事 田中　徹也 東山区老連会長
理　事 粟津　昭夫 山科区老連会長
理　事 前田　照彦 西京区老連会長
理　事 宮本　政義 伏見区老連会長
理　事 澤江ゆきえ 市老連女性副委員長
理　事 辻󠄀　　　進 市老連若手委員長
理　事 森下　壽久 市老連若手副委員長
理　事 多川　　宏 京都市健康長寿推進担当課長

常務理事 中山　英之 市老連事務局長
理　事　17 名

監　　事 高橋　利幸 東山区老連
監　　事 杉山　良夫 山科区老連

監　事　  ２名

令和7年度 京都市老人クラブ連合会役員

令和7年度 市老連事業推進委員会正副委員長
区　　分 役　職 氏　名

研 修 委 員 会
委 員 長 小林　次雄
副委員長 吉田　重信

体 育 委 員 会
委 員 長 前田　照彦
副委員長 関　　弘武

奉仕活動委員会
委 員 長 山㟢　謙二
副委員長 川島　康伸

福利厚生委員会
委 員 長 三浦　　明
副委員長 宮本　政義

広 報 委 員 会
委 員 長 粟津　昭夫
副委員長 田中　徹也

女 性 委 員 会
委 員 長 中村　洋子
副委員長 澤江ゆきえ

若 手 委 員 会
委 員 長 辻　　　進
副委員長 森下　壽久

◆特別委員会
会員増強、組織の活性化
プラン推進委員会

委 員 長 藤川　　泰
副委員長 中山　英之

月 日 行 事 名 開催場所等

８月５日㈫ 囲碁・将棋大会 ひと・まち交流館京都

8月26日㈫〜27日㈬
27日㈬〜28日㈭ トレッキングツアー 八ヶ岳山麓

９月17日㈬ 区老連持ち回りウォーキング（東山区担当） 新日吉神宮～今熊野観
音寺～伏見稲荷

9月15日㈪
　～21日㈰ 敬老の日・老人週間

9月20日㈯ 全国一斉「社会奉仕の日」

9月24日㈬ すこやかクラブ京都大会�
（金婚・長寿のお祝い、その他各種表彰）

ロームシアター京都
サウスホール

９月３０日㈫
（１０月１日㈬） 低い山を登る会 日野岳

10月3日㈮ 女性委員会秋季リーダー研修会

10月7日㈫・8日㈬�
（9日㈭・10日㈮） グラウンド・ゴルフ大会 岩倉東公園グラウンド

10月15日㈬ 区老連持ち回りウォーキング（左京区担当）

10月18日㈯
～２1日㈫ ねんりんピック岐阜２０２5 岐阜県

10月23日㈭�
　  （24日㈮） 低い山を登る会 薬王坂

10月28日㈫
　  （29日㈬） ペタンク大会 岩倉東公園グラウンド

11月5日㈬
　～6日㈭ 全国老人クラブ大会 茨城県

11月 区老連持ち回りウォーキング（伏見区担当）

11月12日㈬
　  （13日㈭） 低い山を登る会 大文字山

11月〜12月 女性委員会秋のハイキング 滋賀県琵琶湖湖岸

12月5日㈮ ボウリング大会 MKボウル上賀茂

12月 区老連持ち回りウォーキング（下京区担当）

令和8年1月
～

　　　  3月

区老連持ち回りウォーキング
（1月：中京区担当）
区老連持ち回りウォーキング
（2月：上京区担当）

健康づくり活動発表会

親睦交流旅行

すこやかクラブ京都作品展
3月7日㈯・8日㈰
区老連持ち回りウォーキング
（3月：右京区担当）

令和7年度 市老連行事予定（８月～３月）

※（　）は雨天予備日
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高齢者を取り巻く現状
①高齢化の現状と将来像
〇全国の 65 歳以上の高齢者人口は 3,625 万 ( 令和 6 年 9 月 15 日 ) で総

人口に占める割合は 29.3％
〇全国の 65 歳以上の高齢就業者数は 19 年連続増加し、令和 5 年は 914

万人で就業率は 25.2％ (70 歳から 74 歳までは 34.0％ )
〇京都市の 65 歳以上の高齢者人口は約 40 万 8,761 人 ( 令和 6 年 10 月

1 日 ) で総人口に占める割合は 28.4％
②高齢社会対策について
〇�日本は、高齢化の進展により介護や支援を要する方、認知症の方が今後

さらに増加
〇 2040 年までに健康寿命を 2016 年と比べて 3 年以上延ばし、75 歳以

上とする「健康寿命延伸プラン」
〇人生 100 年時代といわれる現在、誰もが健康で安心して、生きがいの

ある生活を送ることができる健康長寿社会を築くことが重要
老人クラブの現状と役割
〇全国の老人クラブ会員数は平成 10 年が過去最高で約 880 万人であっ

たが、令和 5 年 3 月には会員数が約 405 万人となり、25 年間で約

475 万人減少
〇全老連では平成 22 年から平成 24 年までの 3 年間、「老人クラブ活性

化 3 か年計画」を、更に平成 26 年から平成 30 年までの 5 年間、「100
万人会員増強運動」の取組を推進

〇すこやかクラブ京都の会員数は昭和 60 年が過去最高 8 万 3 千人であっ
たが、令和 6 年には約 4 万 1 千人となり、ピーク時から約 4 万 2 千人、
51％減少　
今年度の基本方針と行動目標
　全国老人クラブのメインテーマ「のばそう！健康寿命、担おう！地域づ
くりを」のもと、年々減少する老人クラブ会員数に歯止めをかける。
　市老連、区老連、単位クラブをあげて、地域団体との連携を密にするな
ど、入会の声かけなどの勧誘活動を行うとともに、そのためのクラブ活動
の PR を積極的に進めましょう。
①市老連、区老連、単位クラブをあげて、地域団体との連携を密にするな

ど、入会の声かけなどの勧誘活動を行うとともに、そのためのクラブ
活動の PR を積極的に進めましょう。

②継続的な役員の成り手を生み出すためのクラブリーダーの育成などによ
り、クラブ組織の活性化や解散クラブの防止に努めましょう。

【女性委員会】
①ハイキング（春季・秋季）の開催
②女性リーダー研修会（夏季・秋季）の開催
③「健康づくり活動発表会」の開催
【若手委員会】
①区老連持ち回りウォーキングの毎月開催（夏季を除く）
②「低い山を登る会」（年５回）の開催
③トレッキングツアー（夏季）の開催
④将来のクラブを担う新たなリーダー人材を発掘・育成

【福利厚生委員会】
①囲碁・将棋大会の開催　　②親睦・交流旅行の開催
③老人クラブ保険への加入促進
【研修委員会】
①委員会での情報交換や意見交換をもとに各区老連での研修を推進
②区老連が企画開催する研修等を支援
【奉仕活動委員会】
①安心・安全の住みよい「まちづくり」を目指す地域づくり活動の推進
②高齢者の孤立・孤独を防ぐ仲間づくりの推進
③地域単位で高齢者の暮らしを支援していく健康づくり活動、友愛活動の充実

【会員増強、組織の活性化プラン推進委員会】
　令和４年１月に策定した「会員増強、組織の活性化プラン」の取組状況、
プランのブラッシュアップや情報交換を行うことで会員減少に歯止めをか
ける取組を推進
【その他重要な取組】
①すこやかクラブ京都会員総会の開催
②すこやかクラブ京都大会の開催
③すこやかクラブ京都作品展の開催
④すこやかクラブ京都「健康づくり教室」の開催
⑤全老連、近老協との連携した取組

【体育委員会】
①グラウンド・ゴルフ大会の開催　　②ペタンク大会の開催
③ボウリング大会の開催　④新たな高齢者向けのニュースポーツの調査・検討
【広報委員会】
①市老連、区老連で発行している広報紙の紙面内容の充実
②会員内外へ活動情報を掲示し発信する「すこやかクラブ京都広報板」の
設置拡大

③�クラブの活動情報を広く発信し、老人クラブへの関心を高めるためのホー
ムページ内容の充実
④未加入者への入会案内チラシの充実

〇�会員募集ポスターやチラシ、入会案内、機関紙などを作成し、町内回
覧や対象者への配布などによる周知の推進
〇空白地帯の自治連との連携によるクラブ活動や入会案内の周知
〇見守り活動や清掃活動などの地域活動との連携
〇区役所などの行政機関や地域団体との連携

行動目標①  自治会、町内会との連携による会員の加入促進
〇役員の役割分担による後継者の育成
〇会員増強及び広報活動強化に向けた研修会やリーダー研修会の実施
〇クラブリーダーの後継者難による解散クラブを防止

行動目標③　クラブリーダーの育成・確保

〇会員ニーズに沿った魅力あるクラブ活動の実施
〇身体の弱い人、外出しにくい人でも参加できる居場所づくり
〇気軽な会食懇談会の開催による情報交換
〇身近な公園での健康体操などの実施

行動目標④　魅力あるクラブ活動の創出

〇学区単位などで、複数のリーダーによる未加入者への勧誘　　　　　
〇入会案内チラシや機関紙を作成し、魅力ある活動内容の周知徹底
〇会費について、入会しやすいようできる限り安価に設定
〇未加入者への体験参加を推進

行動目標②　地道な「声かけ」運動
《2月、3月は未加入者への「声かけ」運動強化期間》

令和7年度 事業計画（概要）
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こ
の
度
、
市
老
連
副
会
長
の

任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
下
京

区
老
連
の
山
﨑
謙
二
で
ご
ざ
い

ま
す
。
重
責
を
賜
り
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
精
一

杯
、
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
全
国
的
に
も
会
員
減
少
が

続
い
て
お
り
会
員
の
増
強
が
、

ど
の
地
域
に
と
っ
て
も
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
各
事
業
の
質
を
高
め
る
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
新
し
い
事
業
の

開
発
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
各
行

政
区
で
こ
の
よ
う
な
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
れ
ば
、
他
の
行
政

区
に
も
展
開
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
期
よ
り
、
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
中
京
の
会
長
に
就
任
し
、
5

月
の
市
老
連
総
会
で
理
事
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
吉
田
重
信
で

す
。

　

以
前
は
中
京
若
手
委
員
長
と

し
て
、
会
員
の
皆
様
と
共
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
く
過
ご

し
、
低
い
山
を
登
る
会
に
参
加

し
て
し
ん
ど
い
目
に
合
っ
て
大

変
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
思

い
出
で
す
。
今
期
か
ら
、
中
京

の
会
員
の
皆
様
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
お
仕
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
市
老
連
と
密
に
交

流
、
中
老
連
の
学
区
長
、
単
位

会
長
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
自
治
会
と
の
連
帯
と
奉

仕
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
仲

間
づ
く
り
、
地
道
な
声
掛
け
、

励
ま
し
合
い
が
一
番
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
年
や
し
、
は
禁
句
。
何

も
し
な
い
と
す
ぐ
に
動
け
な
く

な
り
ま
す
。
健
康
長
寿
と
い
き

が
い
の
あ
る
生
活
作
り
に
は
、

や
る
気
、
元
気
、
勇
気
、
そ
し

て
陽
気
、明
る
く
が
目
標
で
す
。

会
員
の
皆
様
と
共
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
お
力

添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、「
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
」
の
会
員
総
会
で
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
東
山
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
田

中
徹
也
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任

の
西
村
会
長
の
後
の
大
き
な
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

諸
先
輩
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
与
え
ら
れ

た
職
務
に
誠
心
誠
意
邁
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
山
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
今
年
度
は
、
昨
年
度
に

比
べ
て
二
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
の

解
散
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
数

も
百
五
十
名
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
東
山
区
の
人
口
も
常
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
増

加
や
民
泊
や
ホ
テ
ル
の
新
築
が

目
立
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影

響
を
著
し
く
受
け
、
住
み
づ
ら

く
生
活
し
づ
ら
い
現
状
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
長
ら
く
苦

し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
昨
年
か
ら
以
前
の
我
々

の
活
動
が
９
割
近
く
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
今
秋
に
は
、
６
年
ぶ

り
に
「
歌
舞
練
場
で
の
演
芸
大

会
」
を
実
施
し
ま
す
。
私
も
６

年
前
に
宮
川
町
歌
舞
練
場
で
拝

見
し
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

舞
台
で
の
演
技
は
言
葉
で
は
言

い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
感
動
を

覚
え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
生
か

し
た
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
価
値

が
向
上
し
、
会
員
の
皆
様
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
会
員
数
の
減
少
を
抑
え
る

こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
区
老
連
と
市
老
連
と
の

連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
区

老
連
の
各
委
員
会
の
事
業
を
積

極
的
に
行
い
、
皆
様
の
ご
期
待

に
そ
え
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
老
連
女
性
副

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
、
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
中
京
の
澤
江
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

女
性
委
員
会
の
行
事
と
し

て
、
春
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、

健
康
づ
く
り
活
動
発
表
会
を
通

じ
て
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

参
加
を
得
て
、
女
性
の
気
く
ば

り
や
社
交
性
を
大
切
に
し
、
活

発
に
活
動
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
委
員
研
修
会
で
は
、
教

養
を
高
め
、
親
睦
を
図
り
な
が

ら
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
先
輩
方
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
老
連
若
手
委
員

長
に
就
任
し
、「
す
こ
や
か
ク

ラ
ブ
京
都
」
会
員
総
会
に
お
い

て
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、

上
京
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若

手
委
員
長
の
辻
進
で
す
。
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
、微
力
で
す
が
、

気
を
引
き
締
め
て
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
手
委
員
会
の
事
業
は
、
回

数
、
参
加
人
数
に
お
い
て
市
老

連
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

長
野
県
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
や
、「
低
い
山
を
登
る

会
」
に
参
加
し
た
い
と
、
50
代

後
半
か
ら
70
代
前
半
の
方
で
当

会
に
加
入
さ
れ
た
方
を
、
何
人

も
見
て
き
ま
し
た
。
間
違
い
な

く
次
代
を
担
う
可
能
性
が
あ
る

方
々
の
興
味
を
引
い
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
す
。
会
員
数
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
で
、
若
手
委
員
会
事
業
に
か

け
ら
れ
る
期
待
は
少
な
く
は
な

い
の
で
す
。

　
「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
の

当
会
理
念
は
維
持
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
高
齢
者
に
向
か
う
人
た

ち
に
と
っ
て
、
達
成
感
の
感
じ

ら
れ
る
組
織
や
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
験
も
浅
く
簡
単
に
達
せ
ら

れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力
を
得
て

奮
闘
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ふ
り
返
れ
ば
４
年
前
、
72
歳

で
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
後
、
健
康

つ
く
り
を
目
的
に
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
致
し
ま
し
た
。
当
時
は

行
事
に
参
加
す
る
気
楽
な
立
場

で
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
目
に

は
区
老
連
若
手
委
員
長
に
就
任

し
、
こ
の
度
、
市
老
連
若
手
副

委
員
長
を
受
け
賜
わ
り
、
そ
の

重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

若
手
委
員
会
の
活
動
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
原
動
力
で
あ

り
、
期
待
も
背
負
っ
て
い
ま

す
。
恒
例
の
持
回
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
低
い
山
を
登
る
会
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
等
の
行
事

を
各
区
若
手
委
員
長
と
情
報
を

交
わ
し
、
こ
れ
迄
に
築
か
れ
た

基
盤
の
上
に
、
如
何
に
参
加
者

の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
か
を
常
に

考
え
な
が
ら
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

最
近
、
高
齢
者
に
関
わ
る
事

件
が
多
く
、
火
事
で
逃
げ
遅
れ

た
り
、
高
速
道
路
で
の
逆
走
や

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
、
さ

ら
に
は
特
殊
詐
欺
や
悪
質
な
勧

誘
被
害
等
々
、
こ
れ
ら
は
高
齢

に
な
る
と
運
動
能
力
低
下
に
加

え
認
知
機
能
の
低
下
が
要
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
高
齢
者
を
狙
う
の
は
病

気
と
詐
欺
と
認
識
し
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
各
種
活
動
を
通
し
て
心

身
健
康
を
努
め
れ
ば
、
こ
れ
ら

を
防
ぐ
一
助
と
な
り
、
更
に
多

く
の
会
員
と
交
流
を
図
る
こ
と

で
社
会
的
孤
立
も
解
消
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

若
手
委
員
会
は
皆
様
の
健
康

維
持
の
場
を
提
供
致
し
ま
す
。

友
人
・
知
人
を
誘
っ
て
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
14
回
会
員
総
会

及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

常
務
理
事
・
事
務
局
長
に
新
た

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
中
山

英
之
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　

(５
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
)

新
任
理
事
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ

市
老
連
副
会
長

（
下
京
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

山﨑　謙二

市
老
連
若
手
副
委
員
長

（
山
科
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

森下　壽久

東
山
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
中
京
会
長

市
老
連
事
務
局
長

中山　英之

吉田　重信

田中　徹也

市
老
連
女
性
副
委
員
長

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
中
京
）澤江ゆきえ

市
老
連
若
手
委
員
長

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
上
京
）辻　　　進
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(4
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
)

　

現
在
、
急
速
に
進
行
す
る
少

子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会

を
迎
え「
人
生
1
0
0
年
時
代
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
す
こ
や
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
、
1
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
も
社
会
全
体
に

と
っ
て
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
の
度
重
な
る

大
規
模
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
の
発
生
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
改

め
て
地
域
の
絆
や
支
え
合
い
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
状
況
の
中
で
「
す

こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
」
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
長
年
に
わ
た
り
高

齢
者
が
地
域
で
共
に
支
え
合
い

な
が
ら
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
、
健

康
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
さ

し
く
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
の

一
翼
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い

存
在
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
皆
様
の
ニ

ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た

活
動
を
推
進
し
、
会
員
の
減
少

傾
向
が
続
く
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
方

に
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
組
等
を
通
じ
て
ひ
と
り
で
も

仲
間
を
増
や
し
、
参
加
し
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
皆
様
と
共
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年度健康づくり教室
　令和7年1月20日㈪、大阪ガスグループ福祉財団および京
都市長寿すこやかセンターの共催で、ひと・まち交流館京
都大会議室において「健康づくり教室」を開催しました。
　第１部は、特定非営利活動法人健康経営研究会の岡田邦
夫先生による「認知症を予防する生活習慣」と題して講演
いただき、参加者は熱心に聞き入っておられました。
　第２部では、大阪ガスグループ福祉財
団健康トレーナーの堀江利恵先生に手ぬ
ぐいを使った体操を教えていただき、参
加者は自身の体力にあわせ、無理のない
ように取組まれていました。

令
和
7
年
2
月
27
日
㈭
～
28
日
㈮
、

参
加
者
１
８
７
名
は
5
台
の
バ
ス
で
、

石
川
県
山
代
温
泉
へ
出
発
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
福
井
県
越
前
市
の
「
レ
ス
ト

ラ
ン
瀧
雅
」
で
昼
食
を
い
た
だ
き
、
福

井
県
歴
史
博
物
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

「
福
井
県
歴
史
博
物
館
」
は
、
本
物
の

資
料
や
原
寸
大
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
目
で
見

て
楽
し
め
る
展
示
で
福
井
の
歴
史
を
た

ど
る
「
歴
史
ゾ
ー
ン
」、
な
つ
か
し
い

昭
和
30
～
40
年
代
の
福
井
の
人
々
の

暮
ら
し
を
音
や
明
か
り
ま
で
忠
実
に
再

現
し
た
「
昭
和
の
く
ら
し
」
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
昭
和
の
く
ら
し
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
若
い
頃
の
思
い
出
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
展
示
を
見
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
40
文
字
に

込
め
た
心
揺
さ
ぶ
る
思
い
や
り
の
手
紙

の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
一
筆
啓

上
日
本
一
短
い
手
紙
の
館
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

1
日
目
を
終
え
て
、
少
し
早
め
の
午

後
４
時
頃
に
宿
泊
先
「
ゆ
の
く
に
天
祥
」

へ
到
着
し
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
た
皆

様
は
、
温
泉
卵
の
手
作
り
体
験
や
セ
ル

フ
ド
リ
ン
ク
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
の
振

る
舞
い
な
ど
の
充
実
し
た
ゆ
の
く
に
天

祥
の
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ゆ
の
く
に
天
祥
に
は
、
自
然
の
奥
深

い
幻
想
的
な
佇
ま
い
に
浸
る
「
悠
幻
の

湯
殿
」、
滝
の
流
れ
に
日
本
の
原
風
景

を
感
じ
る
「
滝
見
の
湯
屋
」、
加
賀
の

伝
統
に
ゆ
っ
た
り
潤
う
「
九
谷
の
湯
処
」

の
３
つ
の
大
浴
場
が
あ
り
、
湯
巡
り
し

て
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
、
日
頃
の
疲

れ
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
６
時
30
分
、
西
村
忠
雄 

市
老

連
会
長
の
ご
挨
拶
、
続
い
て
区
老
連
会

長
や
福
利
厚
生
委
員
長
な
ど
こ
の
旅
を

お
世
話
さ
れ
て
い
る
各
区
の
役
員
の

方
々
の
ご
紹
介
、
そ
し
て
三
浦
明 

市
老

連
福
利
厚
生
委
員
長
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
、
待
ち
わ
び
た
夕
食
の
宴
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
目
の
前
に
並
ん
だ
料
理
に

舌
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
る
と
、
沢
山

の
方
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
て
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
宴
た
け
な
わ

と
な
り
、
川
島
康
伸 

市
老
連
副
会
長
の

中
締
め
の
挨
拶
で
、
宴
会
は
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
北
陸
加
賀
の
伝
統
芸
能
、

山
中
節
の
歌
と
踊
り
が
愉
し
め
る
「
山

中
座
」
と
伝
統
工
芸
・
ア
ー
ト
巡
り
、

お
買
物
が
楽
し
め
る
13
万
坪
の
加
賀
伝

統
工
芸
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
加
賀
伝
統

工
芸
村
ゆ
の
く
に
の
森
」
へ
行
き
、
地

元
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

「
月
う
さ
ぎ
の
里
」
で
昼
食
を
い
た

だ
き
、「
日
本
海
さ
か
な
街
」
で
最
後

の
お
買
い
物
を
済
ま
せ
て
す
べ
て
の
日

程
を
終
え
て
、
午
後
５
時
30
分
頃
に
は

無
事
京
都
に
戻
り
、
沢
山
の
思
い
出
と

お
土
産
を
抱
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
に

就
か
れ
ま
し
た
。

山中座
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や
お
ら
見
る
苔
に
褥し
と
ね

の
沙
羅
の
花

（
北
区
・
鷹
峯
学
区
）
谷
口
　
時
惠

谷た
に
ぐ
み汲
の
山
深
く
鳴
く
蝉
の
声

（
北
区
・
紫
竹
学
区
）
森
谷
　
良
子

砂
山
に
埋
も
れ
サ
ン
ダ
ル
夏
の
後

（
北
区
・
鳳
徳
学
区
）
池
上
　
　
修

清
滝
や
川
瀬
を
包
む
蝉
時
雨

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
青
山
　
征
男

涼す
ず
か
ぜ風

に
小
さ
き
倖し
あ
わ

せ
も
ら
い
け
り

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
北
田
　
和
枝

月
明
か
り
浮
か
ぶ
ア
ジ
サ
イ
色
淡
く

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
恩
田
美
枝
子

長
寿
会
い
ぶ
し
銀
芸
汗
光
る

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
原
野
喜
美
子

富
士
山
の
姿
美
し
露
天
ぶ
ろ

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
山
本
　
成
子

新
緑
の
光
の
中
の
父
の
顔

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
新
井
　
君
枝

炎え
ん
て
い帝
の
怒
り
心
頭
四
十
度

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
藤
北
　
惠
子

店
先
の
青
い
林
檎
も
色
づ
い
て

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
吉
田
　
鮎
子

解
体
屋
去
り
て
ひ
ら
た
き
路
地
の
秋

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
織
田
　
節
子

葛
切
や
娘
の
言
葉
な
め
ら
か
に

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
高
橋
　
信
子

白し
ろ

日ひ

傘が
さ

女
の
口
の
軽
き
か
な

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
髙
橋
　
康
江

歌
よ
み
鳥
ス
マ
ホ
の
歌
に
う
た
ひ
出
す

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
池
田
　
敏
子

風
そ
よ
が
ぬ
盆
地
の
底
や
鱧
道
中

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
古
澤
夕
起
子

昼
寝
の
子
足
裏
の
み
は
白
き
こ
と

（
上
京
区
・
出
水
学
区
）
久
保
　
崇
子

薫
る
風
孫
誕
生
の
知
ら
せ
来
る

（
上
京
区
・
出
水
学
区
）
堀
田
　
房
代

蝉
取
り
の
一
歩
届
か
ぬ
捕
虫
網

（
上
京
区
・
出
水
学
区
）
松
林
　
ス
ヱ

赤
と
ん
ぼ
４
人
の
ひ
孫
皆
男

平
安
の
京
の
御
所
知
る
今
日
の
月

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
玉
城
　
綾
乃

茅つ
ば
な
な
が

花
流
し
袋
に
し
の
ば
す
薄
荷
飴

（
左
京
区
・
北
白
川
学
区
）
吉
村
紀
代
子

焼
き
た
て
の
パ
ン
の
香
り
や
秋
う
ら
ら

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
和
子

「
見
て
！
見
て
！
」
と
逆さ
か

上あ

が
り
の
子

　

あ
き
つ
飛と

ぶ

古
民
家
の
小
さ
き
花か
て
ん
つ
わ

展
石
蕗
日び
よ
り和

（
東
山
区
・
六
原
学
区
）
山
崎
　
妙
子

梅
雨
空
に
咲
く
紫
陽
花
が
目
に
し
み
る

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
辻
　
和
一
郎

廃
校
は
褪あ

せ
た
つ
つ
じ
に
蜘
蛛
の
宿

（
下
京
区
・
淳
風
学
区
）
鈴
木
美
佐
子

純
白
の
あ
じ
さ
い
路
地
を
晴
れ
や
か
に

（
下
京
区
・
淳
風
学
区
）
福
本
す
み
子

衣こ
ろ
も
が更
へ
四
季
が
は
み
で
る
ク
ロ
ゼ
ッ
ト

（
下
京
区
・
淳
風
学
区
）
鈴
木
　
邦
直

極ご
っ
か
ん寒
の
近き
ん
す
い水
の
鯉
凍
り
つ
く

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

月
明
り
つ
ば
め
の
父
さ
ん
仮
眠
中

（
南
区
・
東
和
学
区
）
明
石
美
穂
子

再
度
山
キ
ビ
タ
キ
鳴
き
て
初
夏
告
げ
る

（
南
区
・
南
大
内
学
区
）
臼
井
　
郁
雄

寝ね
ま
ち
つ
き

待
月
赤
子
に
聞
か
す
子
守
唄

（
右
京
区
・
宇
多
野
学
区
）
嶋
倉
　
光
子

秋
の
雨
我
が
晩ば
ん
け
い景

を
写
す
窓

（
右
京
区
・
北
梅
津
学
区
）
柴
田
　
初
枝

み
上
げ
れ
ば
山
は
も
こ
も
こ
若
葉
色

（
西
京
区
・
松
尾
学
区
）
会
津
　
昌
エ

ラ
ン
ド
セ
ル
跳は

ね
て
や
う
れ
し
見
守
隊

（
西
京
区
・
川
岡
東
学
区
）
川
東
　
一
宇

母
の
日
や
母
の
知
ら
な
い
老
ひ
を
生
く

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
北
　
　
悦
子

夏
博
や
こ
れ
が
最
後
と
満
を
持
す

水
無
月
の
川
に
流
れ
る
星
ひ
と
つ

仰
ぐ
た
び
色
っ
ぽ
く
な
る
桜
か
な

（
伏
見
区
・
醍
醐
学
区
）
岡
本
登
志
子

故ふ
る
さ
と郷
を
離
れ
て
古
都
に
十
余
年

　

友
と
語
り
し
日
々
が
懐
か
し

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
上
出
　
健
治

わ
が
春
を
迎
え
る
日
々
は
い
つ
の
日
か

　

哀
し
き
冬
は
わ
れ
耐
え
る
日
々

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
河
井
　
克
彦

式
終
え
て
境
内
移
動
は
さ
つ
え
い
会

　

幸
多
か
れ
と
祝
福
の
声

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
佐
々
木
弥
生

新
盆
や
狭さ

に
わ庭
に
揚
げ
羽
舞
い
く
れ
し

　

大
き
く
ゆ
る
く
吾
癒
し
か
に

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
宮
崎
　
君
子

唐
崎
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
電
車
待
つ

　

暮
れ
ゆ
く
琵
琶
湖
月
は
高
き
に

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
正
木
　
英
子

い
つ
し
か
に
五
十
年
忌
の
近
づ
き
て

　

か
の
人
知
ら
ぬ
孫
ひ
孫
居
て

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
矢
野
　
都
子

朝あ
さ
あ
さ朝
の
速は
や
あ
し
あ
る

足
歩
き
と
体
操
を

　

吾
が
一い

ち
に
ち日
の
活
気
に
つ
な
ぐ

（
中
京
区
・
朱
二
学
区
）
平
野
　
清
享

知
ら
ぬ
間
に
秋
通
り
越
し
冬
が
来
る

　

暑
さ
寒
さ
も
知
ら
ぬ
間
に
か
な

青
き
空　

飛
行
機
雲
が
落
書
き
を

　

す
ぐ
に
消
え
た
ら
明
日
は
雨
か
な

（
東
山
区
・
清
水
学
区
）
大
井
　
秀
民

兄
逝
き
て
ト
リ
は
末
子
の
我
な
れ
ど

　

お
呼
び
か
か
る
は
何
時
の
こ
と
や
ら

（
山
科
区
・
山
階
学
区
）
大
野
木
雅
敏

そ
れ
ぞ
れ
の
父
親
偲
び
睦む

つ

み
た
る

　

遺
児
巡
拝
も
は
る
か
と
な
れ
り

（
山
科
区
・
小
野
学
区
）
廣
田
　
正
子

夕
立
や
家
内
と
逃
る
軒
下
は

　

私
ら
以
外
は　

外
国
の
人

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

日
々
新
た
ア
プ
リ
が
増
え
る
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

　

寄
る
年
な
み
に
も
は
や
お
手
あ
げ

（
南
区
・
久
世
学
区
）
植
松
　
美
早

集
い
日
に
久
方
ぶ
り
の
友
に
会
う

　

し
わ
の
深ふ

か
さ
に
月
日
重
ね
ん

（
南
区
・
祥
豊
学
区
）
久
米
　
陽
子

穏
や
か
に
大
き
く
な
れ
と
子
供
ら
の

　

未
来
祈
り
て
平
和
な
世
界

（
右
京
区
・
嵯
峨
学
区
）
尾
畑
　
則
子

紫
陽
花
の
匂
い
う
つ
ろ
ぐ
雨
の
音

　

心
う
ば
わ
れ
夢
か
な
う
ま
で

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

一
言
の
重
み
に
堪
え
し
日
を
重
ね

　

九
十
の
吾
の
影
も
小
さ
く

（
西
京
区
・
新
林
学
区
）
木
村
加
代
子

八
十
路
過
ぎ
ジ
ー
ン
ズ
履
い
て
春
の
野
に

　

気
持
ち
だ
け
で
も
背
筋
伸
ば
し
て

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
大
隅
万
佐
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
九
十
才
で
最
年
少

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
北
村
　
令
子

世
界
地
図
指
を
動
か
し
夢
の
旅

（
左
京
区
・
修
二
学
区
）
嶋
　
健
之
祐

浮
き
沈
み
面
影
を
追
う
ク
ラ
ス
会

祝
米
寿
刺
繍
袋
の
名
が
光
る

（
左
京
区
・
静
原
学
区
）
橋
本
　
靖
弘
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見
下
ろ
せ
ば
雲
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
間ま

に
海
も

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
三
好
　
幸
子

物
価
高
店
舗
巡
り
で
自
己
防
衛

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
典
雄

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
箱
で
価ね
あ
げ上
げ
を
待
つ
中
身

餅
肌
も
今
は
米
寿
の
し
わ
自
慢

（
東
山
区
・
今
熊
野
学
区
）
武
内
　
幸
子

ド
ラ
マ
で
は
ど
こ
で
も
駐
車
か
ま
わ
な
い

 

観
光
で
儲
け
る
あ
な
た
恩
返
し
？

（
東
山
区
・
修
道
学
区
）
西
村
　
忠
雄

訃
報
欄
自
分
の
齢と
し

と
比
べ
見
る

（
山
科
区
・
小
野
学
区
）
渡
辺
　
民
雄

マ
イ
ク
持
ち
リ
ズ
ム
に
の
る
は
歌
手
気
分

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
三
木
千
榮
子

鬼
嫁
は
巨
人
フ
ァ
ン
も
ト
ラ
パ
ン
ツ

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

遺
影
に
と
花
回
廊
で
ハ
イ
チ
ー
ズ

（
下
京
区
・
豊
園
学
区
）
吉
田
　
法
子

父
母
に
今
日
も
元
気
よ
あ
り
が
と
う

（
南
区
・
唐
橋
学
区
）
大
藪
眞
左
子

空
を
見
る
背
中
の
こ
り
が
ゆ
る
み
ま
す

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
）
た
な
か
け
い
こ

誕
生
日
ロ
ー
ソ
ク
吹
い
て
立
ち
く
ら
み

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

ス
マ
ホ
首
つ
ら
さ
必
死
に
こ
ら
え
つ
つ

（
右
京
区
・
嵯
峨
学
区
）
尾
畑
　
則
子

備
蓄
米
裏
で
に
ぎ
に
ぎ
農
林
族

（
西
京
区
・
川
岡
東
学
区
）
田
村
大
三
朗

置
き
み
や
げ
思
い
出
満
載
玉
手
箱

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
大
久
保
勝
枝

お問い合わせは、
すこやかクラブ京都 事務局（☎075-354-8744）

すこやかクラブ京都

【URL】https://kc-roren.sakura.ne.jp

あなたも楽しい仲間づくり、
　素敵な時間づくりに参加しませんか？
　すこやかクラブ京都は、健康づくり活動、高齢
者が相互に支える友愛活動、楽しい趣味活動、
地域に貢献する社会奉仕活動などさまざまな活動
を行っています。あなたの入会をみんなで待って
います♪活動内容、年間行事、活動報告や各区
老連事業などの最新情報がパソコンやスマート
フォンからご覧になれます！ また、リンクか
らは健康づくりに関する情報もご確認いただけ
ますのでぜひご利用ください♪
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若
手
委
員
会
は
若
手
会
員
の
活
力

を
ク
ラ
ブ
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
事
業
参
加
者
は
延
べ

６
，７
０
０
名
で
し
た
。
昨
年
度
の

令
和
７
年
１
月
か
ら
３
月
は
区
老
連

持
ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
、１
月
22
日
㈬
「
冬
の
下
鴨
神
社
・

相
国
寺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
上
京
区

担
当
・
参
加
者
６
３
４
名
）、
２
月

18
日
㈫
「
春
を
見
つ
け
に
嵯
峨
野

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
右
京
区
担
当
・

参
加
者
６
２
２
名
）、
３
月
26
日
㈬

「
春
の
高
野
疏
水
べ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」（
北
区
担
当
・
参
加
者
６
６
９
名
）

と
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
区
老
連
持
ち
回
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
年
10
回
、
低
い
山

を
登
る
会
を
年
５
回
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
８
月
26
・
27
日
と
27
・

28
日
の
２
班
に
分
け
て
開
催
予
定
の

八
ヶ
岳
山
麓
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
は
、
次
号
に
て
詳
し
く
お

伝
え
し
ま
す
。

　

第
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
４
月

15
日
㈫「
鳥
羽
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

（
担
当
：
南
区
）。
参
加
者
は
５
３
１

名
で
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

西
九
条
児
童
公
園
か
ら
鳥
羽
街
道

（
旧
千
本
通
）
を
南
下
し
、
城
南
宮

近
く
を
通
っ
て
竹
田
駅
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

　

５
月
20
日
㈫
「
初
夏
の
桂
川

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
西
京
区
）
の
参

加
者
は
６
０
７
名
。
嵐
山
河
川
広
場

か
ら
京
奈
和
自
転
車
歩
行
者
専
用
道

を
利
用
し
て
、
桂
川
河
川
敷
を
西
京

極
総
合
運
動
公
園
ま
で
歩
き
ま
し

た
。
適
度
に
風
が
あ
り
、
爽
や
か
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
㈫
「
新
緑
の
山
科
疏
水

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
山
科
区
）
の
参

加
者
は
６
５
５
名
。
天
智
天
皇
陵
か

ら
疏
水
沿
い
に
山
麓
に
佇
む
毘
沙
門

堂
を
見
な
が
ら
、
四
ノ
宮
地
蔵
（
徳

林
庵
）
を
経
由
し
山
科
駅
ま
で
歩
き

ま
し
た
。

　
「
低
い
山
を
登
る
会
」
は
、
体
力

づ
く
り
に
よ
り
力
を
入
れ
る
た
め
、

筋
力
強
化
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
『
め
ざ
せ
！
健
康
長
寿
』

を
合
言
葉
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
の
で
、
新
し
い
仲
間
も
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

若
手
委
員
会
事
業
報
告

令和7年度　低い山を登る会

〇第１回「東山山頂」 4 月 24 日㈭　参加者 175 名

　今熊野宝蔵公園～清水山～東山山頂公園～粟田神社  【約８㎞】

〇第２回「沢ノ池」  5 月 13 日㈫ 　参加者 135 名

　鷹峯児童公園～上ノ水峠～沢の池～京見峠～鷹峯小学校  【約１３㎞】

～今後の開催日程（予定）～

〇第３回「日野岳」9 月 30 日㈫　雨天予備日　10 月 1 日㈬

〇第４回「薬王坂」10 月 23 日㈭　雨天予備日　10 月 24 日㈮

〇第５回「大文字山」11 月 12 日㈬　雨天予備日　11 月 13 日㈭

沢ノ池
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北区　コーラス中京区　コーラス南区　コーラス

南区　レクダンス下京区　太極拳伏見区　ハワイアンフラ

東山区　レクダンス右京区　民舞左京区　社交ダンス

山科区　レクダンス東山区　社交ダンス伏見区　新舞踊

下京区　レクダンス西京区　リズム体操右京区　フォークダンス

北区　レクダンス左京区　三味線と唄東山区　コーラス

上京区　コーラス左京区　コーラス

　令和 7年 2月 21 日㈮、京都市呉竹文化センターにおいて、
健康づくり活動発表会を開催しました。出演演目 10種 21 演
目、出演者 323名、スタッフ・観客数含め合計 573名が参加し、
会場は熱気に包まれていました。
　午前の部はコーラスです。7つの区老連（南・中京・北・西京・
左京・上京・東山）が出演。会場の皆様も一緒に口ずさめるよ
うに「昭和ヒット歌謡メドレー」、「ふるさと」、「浜辺の歌」、「お
お牧場は緑」、「切手のないおくりもの」、「花は咲く」、「ふるさ

とメドレー」など全部で 19曲が披露されました。
　午後の部は、三味線と唄（左京）から始まり、レクリエーショ
ンダンス（北・下京・山科・東山・南）、フォークダンス（右京）、
リズム体操（西京）、新舞踊（伏見）、社交ダンス（東山・左京）、
民舞（右京）、ハワイアンフラ（伏見）、太極拳（下京）まで、
9種目が披露されました。演目ごとに見所やグループ紹介も盛
り込まれ、発表への熱い思いや普段の練習の様子なども伝わっ
てきました。各区女性委員の方々には会場の準備や運営に多大
なご協力を賜り、誠にありがとうございました。次回も多くの
方々のご参加、または観覧いただきますことを願っています。

健康づくり活動発表会

西京区　コーラス
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女
性
委
員
会
で
は
春
と
秋
の
年
２

回
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

★
秋
『
秋
の
宇
治
川
ハ
イ
キ
ン
グ
』

　

令
和
６
年
11
月
26
日
㈫
、
曇
り
空

の
天
気
で
し
た
が
、
参
加
者
４
７
６

名
が
区
老
連
ご
と
に
宇
治
川
太
閤
堤

を
出
発
し
、
ま
ず
は
世
界
文
化
遺
産

の
宇
治
上
神
社
の
紅
葉
を
楽
し
ん
だ

後
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
る
街
並
み

に
触
れ
な
が
ら
、
宇
治
川
沿
い
を
進

み
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
を
眺
め
て
か
ら

ゴ
ー
ル
の
宇
治
公
園
ま
で
歩
き
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
思
い
思
い
の
場
所

で
昼
食
を
取
っ
た
り
、
世
界
文
化
遺

産
の
平
等
院
を
参
拝
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
後
も
楽
し

み
ま
し
た
。

★�

春『
岐
阜
県
養
老
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ
』

　

令
和
７
年
６
月
11
日
㈬
と
13
日

㈮
に
２
班
に
分
け
て
、
岐
阜
県
養

老
公
園
へ
向
か
い
ま
し
た
。
各
区

か
ら
８
１
７
名
（
１
班
４
３
５

名
・
バ
ス
11
台
。
２
班
３
８
２
名
・

バ
ス
９
台
）
と
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
中

の
養
老
公
園
で
は
、
濃
尾
平
野
や

養
老
山
地
の
雄
大
な
景
色
が
一
望

で
き
る
芝
生
広
場
に
、
約
８
０
０
０

本
の
風
車
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
を
、

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
養
老
孝
子

坂
に
は
地
元
の
小
学
生
が
中
心
と

な
り
、
特
産
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
種
か

ら
育
て
、
孝
子
坂
を
演
出
す
る
ひ
ょ

う
た
ん
と
竹
灯
籠
の
ア
ー
ト
展
示

を
観
賞
で
き
ま
し
た
。

　

園
内
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
展
望

テ
ラ
ス
か
ら
上
り
坂
を
養
老
の
滝

ま
で
目
指
し
て
歩
き
、
養
老
の
滝
か

ら
養
老
孝
子
坂
を
通
っ
て
松
風
橋

ま
で
を
下
る
約
３
・
５
㎞
の
コ
ー
ス

で
、
自
然
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
中
、
雨

で
水
量
が
増
し
た
迫
力
の
あ
る
養

老
の
滝
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
と

な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
養
老
孝

子
坂
で
の
お
買
物
や
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
作
家
に
よ

る
工
芸
、
絵
画
、
写
真
、
陶

芸
な
ど
の
作
品
展
示
イ
ベ

ン
ト
養
老
芸
術
祭
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
秋
に

滋
賀
県
琵
琶
湖
方
面
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
を
歩
く
こ
と
は
、
身
体

だ
け
で
な
く
心
に
も
良
い
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
心
身
の
健
康
の
た
め

に
も
、
是
非
、
誘
い
合
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

★
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

令
和
６
年
12
月
６
日
㈮
、
M
K
ボ

ウ
ル
上
賀
茂
に
お
い
て
「
令
和
６
年

度
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

１
９
５
名
が
午
前
・
午
後
の
2
部
に

分
か
れ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
１
位
か
ら
第
３
位
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
授
与
し
、
飛
び
賞
、
Ｂ
Ｂ

Ｍ
賞
等
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度　

開
催
日
程

◦�

10
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬
（
雨
天
予

備
日　

９
日
㈭
・
10
日
㈮
）
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

◦�

10
月
28
日
㈫
（
雨
天
予
備
日　

29

日
㈬
）　

ペ
タ
ン
ク
大
会

◦�

12
月
５
日
㈮　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

順　位 氏　名 区 点数 HDCP
優　勝 村上　藤男 中京 388 20
準優勝 折戸　英夫 中京 374 30
第３位 篠田ひろみ 右京 349 50
第４位 赤澤　純二 中京 372 20
第５位 堀田　　勇 山科 361 30

体
育
委
員
会
事
業
報
告

女
性
委
員
会
事
業
報
告

■大会結果

（敬称略）

岐阜県養老公園ハイキング

秋の宇治川ハイキング

養老の滝
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令
和
７
年
３
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

の
両
日
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
作

品
展
を
み
や
こ
め
っ
せ
地
階
の
日
図

デ
ザ
イ
ン
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
多
数
出

品
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
作
品
展
に
は
、
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
京
都
の
名
誉
会
長
に
新
た

に
就
任
い
た
だ
い
た
松
井
孝
治
京
都

市
長
及
び
吉
田
副
市
長
も
お
越
し
に

な
り
、
各
区
老
連
の
作
品
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。
励
ま
し
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
会
員
か

ら
は
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
会

員
の
皆
様
の
書
道
、

絵
画
、
写
真
、
手
芸

品
な
ど
2
，0
0
0

点
を
超
え
る
力
作
が

展
示
さ
れ
、
連
日
多

く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

すこやかクラブ京都
作品展の開催

　

6
月
26
日
㈭
、
神
戸
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
7
年
度
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
開
か
れ
、
近
畿
2
府
4
県

か
ら
府
・
県
・
市
の
10
連
合
が
参
集

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
全

老
連
副
会
長
も
務
め
る
近
畿
老
人
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
中
村
美
津
子
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
次

に
来
賓
と
し
て
列
席
し
た
神
戸
市
役

所
の
八
乙
女
悦
範
福
祉
局
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
全
老
連
の
松
島
紀

由
常
務
理
事
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現

状
と
課
題
」
～
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
振
興
に
向
け
て
～
と
し
て
、

Ⅰ�

高
齢
者
を
と
り
ま
く
状
況

Ⅱ
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
組
織
の
状
況

Ⅲ
全
国
的
な
取
り
組
み

の
重
点

Ⅳ�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

振
興
に
資
す
る
取
り

組
み
の
検
討

Ⅴ�

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
向
け
て

Ⅵ�

老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の

沿
革
・
ご
加
入
案
内 

ー
会
員
の
た
め
の
保

険
制
度
ー

の
6
つ
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
神
戸
市
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
前
田

潔
学
長
を
講
師
に
迎
え

「
高
齢
期
を
ど
う
生
き
る

か 

ー
良
好
な
人
間
関
係

が
k
e
y
ー
」
と
題
し

た
講
演
が
ス
タ
ー
ト
。
神
戸
市
シ

ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
活
動
や
神
戸

市
の
認
知
症
診
断
助
成
制
度
、
認

知
症
予
防
・
治
療
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
健
康
で
幸

せ
な
人
生
を
送
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
人
と
の
つ
な

が
り
、
仲
間
や
友
人

と
の
交
流
は
な
に
よ

り
重
要
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
科
会
は
4
部
屋
に
分

か
れ
、
以
下
に
つ
い
て
事
例
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
第
1
分
科
会

　

�

会
長
・
役
員
の
後
継
者
育
成
と

会
員
増
強
に
つ
い
て

●
第
2
分
科
会

　

�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知
症

高
齢
者
を
見
守
る
地
域
の
連
携

に
つ
い
て

●
第
3
分
科
会

　

�

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

●
第
4
分
科
会

　

�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め

の
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い

て

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

か
ら
は
上
京
区
老
連
会
長

の
関
弘
武
氏
が
第
3
分
科

会
の
座
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
が
終
わ
る
と
、

質
疑
応
答
に
く
わ
え
参
加

者
か
ら
も
独
自
の
取
り
組

み
や
実
例
が
発
表
さ
れ
、

各
分
科
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

閉
会
は
全
員
参
加
の「
い

き
い
き
体
操
」で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

神
戸
市
老
連
の
近
藤
豊
宣
会
長
が
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
滋
賀
県
老

連
の
西
澤
基
治
会
長
が
次
回
開
催
地

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
東
住
吉
区
老
連
会
長
も
務

め
る
近
老
連
の
野
口
一
郎
副
会
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
で
令
和
7
年
度
の
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

令
和
7
年
度

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

すこやかクラブ京都から参加した皆さん

第 3分科会の座長を
務める上京区老連・

関会長

私たちは、すこやかクラブ京都の
活動を応援しています
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高
齢
者
詐
欺
防
止
学
習
会
に

85
名
の
会
員
が
参
加
！　

　

去
る
2
月
25
日
㈫
午
後
１
時

30
分
よ
り
、
北
区
役
所
3
階
大

会
議
室
に
お
い
て
「
高
齢
者
が

サ
ギ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
為

に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
学
習

会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
85

名
で
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
独
り
住
ま
い
の
高

齢
者
宅
の
防
犯
対
策
と
し
て

「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
の
説
明
が
行
わ
れ
た

あ
と
、「
高
齢
者
が
サ
ギ
の
被

害
に
遭
わ
な
い
為
に
」
と
題
し

て
、お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
、

紫
明
学
区
の
津
田
会
長
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
は
、

最
近
多
発
し
て
い
る
サ
ギ
の
被

害
と
、
警
察
で
解
明
さ
れ
て
い

る
、
特
に
手
の
込
ん
だ
手
口
が

次
々
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
サ
ギ
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
防
止
対
策
や
方
法
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
の
津
田
会
長
は
、
予

兆
を
感
じ
る
怪
し
い
電
話
が

あ
っ
た
際
の
対
応
に
は
、
本
日

学
習
し
た
内
容
や
幾
つ
か
の
大

事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
思
い
出
し

て
、
事
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

最
も
大
切
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
は
長
丁
場

で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
講
師
の
懇
切

丁
寧
な
話
や
資
料

の
説
明
に
、
途
中

で
席
を
立
つ
会
員

も
無
く
、
皆
さ
ん

熱
心
に
話
に
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
講
師
の
津

田
さ
ん
は
、
ま
だ

ま
だ
話
し
足
り
な

か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
後
は
各
学

区
に
お
い
て
も
適

宜
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
痛
感
し

ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
薮
下
　
芳
夫
）

　

5
月
26
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
左
京
区
合
同
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
、
中
村
武
生
先
生
を
お
呼

び
し
て
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
の
時
代
の
京

都
︱
近
代
の
胎
動
』
と
の
演
題

で
の
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
薄
曇
り
で
し

た
が
、
却
っ
て
暑
く
な
く
過
ご

し
や
す
い
日
で
し
た
。

　

参
加
者
は
60
名
弱
と
、
昨
年

よ
り
減
り
は
し
ま
し
た
が
、
講

演
に
楽
し
く
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

蔦
屋
重
三
郎
が
生
ま
れ
た
の

は
、寛
延
３
年
（
１
７
５
０
年
）

正
月
７
日
。
皇
統
譜
１
１
６
代

天
子
遐と
お

仁ひ
と

（
の
ち
に
桃
園
天

皇
）、
徳
川
将
軍
は
９
代
家
重
、

翌
年
宝ほ
う

暦り
ゃ
く

元
年
６
月
、
大
御
所

吉
宗
死
去
。

　

重
三
郎
が
生
き
た
時

代
の
70
年
後
に
は
明
治

維
新
。
こ
の
時
か
ら
明

治
の
胎
動
が
始
ま
っ
て

い
た
。
き
っ
か
け
は
宝

暦
事
件
に
は
じ
ま
る
。

竹
内
式
部
の
登
場
。
大

徳
家
に
仕
え
、
山
崎
闇

斎
（
垂
加
神
道
）
を
学

祖
と
す
る
崎
門
学
派

（
垂
加
神
道
）
を
学
ぶ
。

公
家
が
武
芸
の
け
い
こ

を
始
め
る
。宝
暦
６
年
、

関
白
一
条
道
香
が
徳
大

寺
公き
ん

城む
ら

ら
に
武
芸
稽
古

の
禁
止
を
申
し
渡
す
。

宝
暦
７
年
（
１
７
５
７

年
）
３
月
、
天
子
遐と
お

仁ひ
と

（
追
号
桃
園
院
、
桃

園
天
皇
）
が
大
徳
寺
公

城
ら
か
ら
『
日
本
書
紀
』
の
講

義
を
受
け
る
。
関
白
近
衛
内う
ち

前さ
き

ら
が
反
対
を
し
て
、

８
月
中
止
。
同
８
年

（
１
７
５
８
年
）
３

月
再
開
、６
月
中
止
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
公

家
の
体
制
の
崩
壊
を

恐
れ
て
天
皇
の
摂
政

や
関
白
の
地
位
が
下

位
の
者
に
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
感
じ
て
、

同
月
、
所
司
代
が
竹

内
式
部
を
取
り
調

べ
。
７
月
正
親
町
三

条
公き
ん

積つ
む

・
裏
松
光
世

（
固
禅
）
ら
公
家
17

人
を
罷
免
・
処
罰（
宝

暦
事
件
）
宝
暦
９
年

（
１
７
５
９
年
）
５
月
、
竹
内

式
部
追
放
。
こ
の
こ
と
で
、
明

治
維
新
の
下
位
の
公
家
が
政
治

の
中
心
に
な
っ
て
い
く
兆
し
が

出
て
き
た
。「
べ
ら
ぼ
う
」
に

は
直
接
関
り
が
な
く
て
も
明
治

維
新
の
兆
し
は
こ
の
時
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
も
２
時
間
た
っ
ぷ
り
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、
こ
の
時
代

の
天
皇
制
の
在
り
方
や
、
周
り

の
尊
重
の
仕
方
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
女
性
天
皇
の
歴
史
か
ら
見
る

あ
り
方
や
、
天
皇
制
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
、
と
て
も
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
中
村
先
生
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
佐
々
木
千
景
）

区
老
連
事
業
報
告

北
区

左
京
区



令和 7年（2025 年）8月発行第 122 号 すこやかクラブ京都（ 13 ）

◆�

観
光
道
案
内

　

東
山
区
老
連
で
は
、
毎
年
、

春
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
と
秋
の
紅
葉
の
時
期
に
５

日
間
ず
つ
観
光
道
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
東
山
区
は
、
ご
存
じ

の
よ
う
に
名
所
旧
跡
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
三
十
三
間
堂

前
・
五
条
坂
交
差
点
・
清
水
寺

仁
王
門
前
・
祇
園
石
段
の
４
か

所
で
、
１
か
所
あ
た
り
常
時
３

名
が
午
前
と
午
後
に
交
代
し
て

道
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
年
間

で
延
べ
２
４
０
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
す
。

　

特
別
に
作
っ
た
東
山
区
及
び

京
都
市
の
散
策
マ
ッ
プ
や
市
バ

ス
・
地
下
鉄
経
路
図
な
ど
を

使
っ
て
、
次
に
訪
問
さ
れ
る
場

所
へ
の
交
通
手
段
等
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。
日

本
語
版
・
英
語
版
・
中

国
語
版
・
韓
国
語
版
と

４
言
語
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
か
ら
は

様
々
な
質
問
が
来
ま

す
。
難
し
い
質
問
に
も

苦
労
し
な
が
ら
も
笑
顔

で
応
対
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
で

多
く
の
海
外
か
ら
の
お

客
様
が
来
ら
れ
ま
す
。

特
に
清
水
寺
で
は
90
％

以
上
で
す
。
私
た
ち
シ

ニ
ア
層
に
は
困
っ
た
問

題
で
す
。
そ
ん
な
中
、

こ
の
春
に
東
山
区
役
所
か
ら

ポ
ー
タ
ブ
ル
翻
訳
機
の
貸
与
が

あ
り
ま
し
た
。
慣
れ
る
ま
で
は

苦
労
し
ま
し
た
が
、
使
っ
て
い

く
う
ち
に
段
々
と
強
力
な
助
っ

人
に
な
っ
て
く
る
事
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
観
光
道
案
内
も
始
め
て

20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。「
お

も
て
な
し
の
精
神
」
で
少
し
で

も
京
都
を
好
き
に
な
っ
て
帰
っ

て
も
ら
い
た
い
と
心
掛
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
写
真
は
区
長
が

激
励
に
来
ら
れ
た
様
子
で
す
。

（
会
長
　
田
中
　
徹
也
）

◆�
レ
ク
・ 

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

に
つ
い
て　

　

令
和
３
年
に
女
性
委
員
長
を

や
め
て
か
ら
、
忘
年
会
で
山
本

先
生
と
お
会
い
し
、
レ
ク
・
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
レ
イ
ン
ボ
ー

に
入
会
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
は
、
25
年
前
に
宇

佐
美
さ
ま
と
愛
子
さ
ま
の
ふ
た

り
で
立
ち
上
げ
ら
れ
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

人
数
は
年
々
増
え
て
、
現
在

20
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

練
習
日
は
毎
月
第
４
火
曜
日

で
、山
本
先
生
の
ご
指
導
の
下
、

足
腰
を
い
た
わ
り
な
が
ら
レ
ッ

ス
ン
に
励
み
、
笑
い
も
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
若
い
人
に
負

け
ず
に
毎
回
楽
し
く
踊
っ
て
い

ま
す
。　

そ
し
て
、
年
1
回
は

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
で

の
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京

都
の
健
康
づ
く
り
発
表

会
に
参
加
し
、
山
本
先

生
の
京
都
レ
ク
・
ダ
ン

ス
仲
間
の
方
々
の
集
い

に
も
出
席
し
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
、
山
科
区
老
連

主
催
の
芸
能
演
芸
大
会

に
も
毎
年
出
演
し
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
て
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
熱
い
声
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
私
は
レ
ク
・
ダ
ン

ス
の
役
員
を
2
年
勤
め
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が

楽
し
く
元
気
に
、
ま
た
和
や
か

に
練
習
で
き
る
よ
う
に
と
、
お

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（

副
会
長
　
土
田
　
絹
枝
）

東
山
区

山
科
区

◆
お
節
ち
付
き
旅
行

　

令
和
2
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
「
お
節
ち
付
き
旅
行
」。
名

鉄
観
光
の
担
当
者
と
西
京
区
の

福
利
厚
生
委
員
と
の
雑
談
の
中

か
ら
偶
然
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

5
年
を
経
て
、
昨
年
12
月
9

日
、メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
目
玉
に
、

敦
賀
の
日
本
海
さ
か
な
街
を
謳

い
文
句
に
参
加
者
を
募
っ
た
結

果
、
95
人
の
申
込
が
あ
り
ま
し

た
。
観
光
バ
ス
2
台
に
び
っ
し

り
と
詰
め
込
み
、
一
路
、
氣
比

神
宮
に
立
ち
寄
り
、
今
日
1
日

の
旅
の
安
全
を
祈
願
し
、
日
本

海
さ
か
な
街
に
到
着
し
ま
し

た
。

　

敦
賀
の
さ
か
な
街
は
、
皆
様

方
は
よ
く
ご
存
知
で
す
が
、
広

く
て
暖
房
が
許
さ
れ
な
い
所
で

す
。
各
店
の
食
事
の
テ
ー
ブ
ル

近
く
は
暖
房
が
少
し
は
効
く
程

度
。
寒
い
中
、
仲
間
達
5
人
で

海
鮮
丼
を
頂
い
た
の
で
す
が
、

店
員
さ
ん
に
「
丼
に
し

な
い
で
、
御
飯
と
魚
は

別
々
に
し
て
」
と
申
し

入
れ
ま
し
た
。
店
員
さ

ん
は
そ
ん
な
面
倒
な
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
と
。

私
は
「
お
刺
身
定
食
で

食
べ
た
い
の
だ
」
と
主

張
し
ま
し
た
が
、
聞
き

入
れ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
ト
ホ
ホ
ホ
。

　

お
土
産
は
新
鮮
な
魚

に
せ
ず
、
鯖
の
干
物
を

買
っ
て
、
バ
ス
の
中

で
、
３
匹
1
0
0
0
円

で
安
く
値
切
っ
た
と
自

慢
気
に
言
っ
た
ら
、
私

は
何
も
値
切
ら
な
く
て
も
３
匹

1
0
0
0
円
だ
っ
た
よ
と
。

　

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
並
木
路
に

到
着
し
た
時
は
、
風
が
少
し
き

つ
く
寒
い
の
で
、
近
く
の
喫
茶

店
で
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
で
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

1
日
楽
し
い
旅
を
企
画
・
実

施
い
た
だ
き
ま
し
た
名
鉄
さ

ん
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
西
京
の

役
員
の
方
々
に
お
礼
申
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し

た
。

（
福
利
厚
生
副
委
員
長坂

井
久
和
）

西
京
区
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南
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
の

　

バ
ス
ツ
ア
ー　

　

5
月
1
日
㈭
、
南
区
恒
例
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
た
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
で
、「
マ
キ
ノ 

メ
タ
セ

コ
イ
ア
並
木
」
と
「
び
わ
こ
箱
館
山
」

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

南
区
バ
ス
ツ
ア
ー
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
自
宅
の
近
く
か
ら
バ
ス

に
乗
り
目
的
地
ま
で
行
け
る
こ

と
で
す
。「
歩
く
の
大
変
だ
か
ら

…
」
と
躊
躇
さ
れ
て
い
る
方
も

「
こ
れ
な
ら
ば
」
と
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
今
回
は
、
バ
ス

3
台
１
０
４
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
キ

ラ
キ
ラ
光
る
新
緑
の
メ
タ
セ
コ

イ
ア
並
木
を
散
策
し
た
後
、
高

島
の
一
番
大
き
い
料
亭
で
食
事

を
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
ゴ
ン
ド
ラ
や
リ
フ

ト
を
乗
り
継
ぎ
、
箱
館
山
の
山

頂
に
も
行
き
ま
し
た
。
展
望
台

か
ら
は
琵
琶
湖
が
一
望
で
き
、

胸
い
っ
ぱ
い
お
い
し
い
空
気
を

吸
っ
て
、
気
分
爽
快
に
な
り
ま

し
た
。
子
供
に
戻
っ
た
気
分
で

巨
大
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
、
空
を

飛
ん
で
い
る
気
分
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

花
壇
に
は
、
ビ
オ
ラ
の
花
、

カ
ラ
フ
ル
な
風
鈴
や
「
高
島
ち

ぢ
み
」
を
使
っ
た
虹
の
カ
ー
テ

ン
等
で
色
と
音
と
風
を
感
じ
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
良
か
っ
た
の
は
「
い

た
わ
り
の
心
」
で
す
。
リ
フ
ト
の

乗
り
降
り
の
際
に
、
杖
を
持
っ
た

方
が
い
る
と
、
一
旦
止
め
て
い
た

だ
き
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
ゆ
っ
く

り
降
り
て
下
さ
い
」
と
声
か
け
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　

帰
り
に
「
め
ん
た
い
パ
ー
ク
」

で
お
買
い
物
も
し
て
、
五
感
の
喜

ぶ
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
若
手
副
委
員
長
　
三
浦
ゆ
き
み
）

◆
「
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
」   

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
右
京
若
手
委

員
会
が
年
間
の
大
き
な
事
業
の
一

つ
で
あ
る
遠
出
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
４
月
３
日
㈭
、
京
都
府
相
楽
郡

精
華
町
に
あ
り
ま
す
京
都
府
立
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
記
念
公
園

「
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
」
に
お
花

見
を
兼
ね
て
実
施
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
健
康
効
果
は
、

過
度
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く

酸
素
を
取
り
込
み
、「
歩
」
く
と

い
う
全
身
運
動
に
よ
っ
て
代
謝
が

改
善
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力

で
す
。
肥
満
の
解
消
は
も
ち
ろ
ん
、

肩
こ
り
や
腰
痛
、
便
秘
な
ど
、
か

ら
だ
の
体
調
を
改
善
さ
せ
る
効
果

が
期
待
で
き
る

と
あ
っ
て
注
目

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
効

果
を
得
る
た

め
、
参
加
者
76

名
は
お
弁
当
持

参
で
近
鉄
京
都

駅
に
集
合
し
出

発
で
す
。
京
都

駅
か
ら
急
行
電

車
で
移
動
時
間

31
分
、
新
祝
園

駅
前
に
て
点
呼

後
、
約
２
・
５

㎞
先
の
公
園
へ

移
動
で
す
。
目

的
地
ま
で
は
ゆ

る
や
か
な
登
り
坂
で
、
お
天
気
も

よ
く
、
す
こ
し
汗
ば
み
、
休
憩
を

は
さ
み
な
が
ら

到
着
で
す
。

　

公
園
は
、
有

料
区
域
と
無
料

区
域
が
あ
り
、

有
料
区
域
は

現
代
の
回
遊
式

庭
園
の
「
水
景

園
」、
緑
豊
か

な
自
然
の
里
山

林
「
芽
ぶ
き
の

森
」
が
あ
り
、

参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
広
い
園
内

の
自
然
を
感
じ

ら
れ
る
風
景
に

出
会
え
る
と
こ

ろ
で
昼
食
を
食

べ
、
満
開
に
ち

か
い
桜
を
た
の
し
み
な
が
ら
散
策

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
枠
で
組
ま
れ
た
観
月

橋
か
ら
御
影
石
の
巨
石
が
５
０
０

個
つ
ら
な
る
１
５
０
ｍ
の
景
観
を

み
て
「
す
ご
い
ね
ー
」
と
言
い
な

が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
一
周
約

１
・
２
㎞
の
森
の
散
策
が
楽
し
め
る

「
芽
ぶ
き
の
森
」
を
30
分
か
け
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
の
た
の
し
い
1
日
で
し
た
。

ち
な
み
に
私
の
万
歩
計
は
１
３
，

４
８
０
歩
で
し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
藤
谷
敏
彦
）

南
区

右
京
区
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◆
第
１
回
伏
見
区
す
こ
や
か

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

令
和
７
年
３
月
21
日
、
伏
見
区
す

こ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
後
援　

伏
見
区
役
所
、
主
催　

伏
見
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）
を
京
都
競
馬
場
内

み
ど
り
の
広
場
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
開
会
宣
言
で
幕
を
開

け
、
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞･

紹

介
と
続
き
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
移
り

ま
し
た
。

第
１
部

　

若
き
ジ
ョ
ッ
キ
ー
が
語
る
『
夢
・

挑
戦
・
そ
し
て
絆
』
と
題
し
て
、
京

都
出
身
の
菱
田
裕
二
騎
手
／
今
村
聖

奈
騎
手
を
お
迎
え
し
て
、特
別
対
談
。

伊
藤
司
会
者
の
も
と
で
、
若
き
二
人

の
体
験
談
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
こ
れ
か

ら
の
挑
戦
。
20
分
間
、
競
馬
フ
ァ
ン

に
は
堪
ら
な
い
対
談
で
し
た
。
最
後

に
競
馬
フ
ァ
ン
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
競
馬
場
場
長
か
ら
贈
ら
れ
た
蹄

鉄
を
菱
田
騎
手
／
今
村
騎
手
お
２
人

か
ら
希
望
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
部

　

和
太
鼓
（
藤
森
太
鼓
保
存
会
）
か

ら
始
ま
り
、
大
太
鼓
・
中
太
鼓
・
小

太
鼓
と
、
10
数
名
の
見
事
な
バ
チ
さ

ば
き
。
ド
ン
・
ド
ン
と
お
腹
に
響
き
、

凄
い
迫
力
で
し
た
。
会
場
一
同
、
拍

手
喝
さ
い
。ま
だ
余
韻
が
残
る
中
で
、

み
ん
な
で
踊
ろ
う
伏
見
音
頭
、
目
指

せ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

舞
台
で
は
コ
ー
ラ
ス
／
社
交
ダ
ン
ス

／
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
／
マ
ジ
ッ
ク

／
銭
太
鼓
／
歌
謡
シ
ョ
ー
（
日
本
ク

ラ
ウ
ン
歌
手 

山
本
和
恵
さ
ん
）
の

締
め
で
午
後
２
時
に
閉
会
の
幕
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
催
に
つ
い
て
協
賛
頂
き
ま
し
た

各
企
業
様
、
各
ク
ラ
ブ
、
個
人
、
又

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
京
都
競
馬

場
場
長 

甲
田
啓
様
へ
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。（
会
場
み
ど
り
の
広

場
の
使
用
許
可
が
な
け
れ
ば
伏
見
区

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
開
催
不
可
能
で

し
た
。）

　

昨
年
６
月
頃
か
ら
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
、
幾
度
か
会
合
を
重

ね
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
開
催
日
は
天
気
も
良
く
、

当
初
の
予
想
を
遥
か
に
上
回
る
１
，

０
１
６
名
の
来
場
者
、
大
成
功
の
内

無
事
に
閉
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
来

場
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（

事
務
局
長
　
中
西
　
　
昇
）

伏
見
区

　

昨
年
11
月
７
日
、
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
中
京
が
主
催
す
る
恒
例
の
『
菊
花

展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
園

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
植
物
園
で

は
、多
く
の
菊
花
の
鉢
が
展
示
さ
れ
、

見
る
人
は
口
々
に
、
き
れ
い
、
本
当

に
き
れ
い
と
賞
賛
の
言
葉
。
丹
精
込

め
て
作
ら
れ
た
菊
花
の
美
、
ま
た
、

菊
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
共
に
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
植
物
園

に
着
く
と
、
中
京
の
役
員
が
、
広
場

中
央
に
大
き
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
引

き
、荷
物
を
置
く
な
ど
準
備
。
次
に
、

植
物
園
の
菊
花
展
を
鑑
賞
し
に
行
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
２
班
に

分
か
れ
、
植
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
園
内
の
案
内
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
お
楽
し
み
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

す
。
や
っ
た
ー
、
ビ
ン
ゴ
！ 

次
々

に
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
、
大
盛
況
に

終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
美
味

し
い
お
弁
当
、
大
満
足
の
1
日
で
し

た
。

　

ま
た
、
11
月
13
日
は
丸
太
町

病
院
杯
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
、
皆
さ
ん
、
楽
し
く
・
真
剣

に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
と
11
月
14
日
は
、

世
界
遺
産
二
条
城
の
草
刈
り
を

実
施
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

清
々
し
い
気
候
で
、
皆
様
、
一

生
懸
命
汗
を
流
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

中
京
と
し
て
は
、
各
学
区
の

活
動
と
元
教
業
小
学
校
に
集
ま

り
、
ペ
タ
ン
ク
（
月
曜
）・
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
水
・
金
曜
）
を
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
積
極

的
に
行
事
参
加
、
ま
た
健
康
づ
く
り

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

（
広
報
　
山
下
　
豊
）

中
京
区
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◆
第
1
回
健
康
い
き
い
き
フ
ェ   

　

ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
大
に
開
催

　

上
老
連
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
活

動
で
き
な
か
っ
た
3

年
間
の
後
、
積
極
的

に
新
規
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
は

「
第
1
回
健
康
い
き

い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
実
施
し
、

2
1
7
名
（
会
員

及
び
関
係
者
）
の
出

席
の
下
、
盛
大
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。11

月
4
日
（
月
・
祝
）、
元

待
賢
小
学
校
体
育
館
を
会
場
と

し
て
、
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
代
表
し
て
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
西
村
市
老
連
会

長
か
ら
「
第
1
回
目
の
立
ち
上

げ
を
お
祝
い
し
、
今
後
も
継
続

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、「
人
生
１
０
０

年
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
」
と

題
し
、
N
P
O
法
人
健
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
・
武
藤
二
郎

氏
の
講
演
。
1
0
0
歳
の
双

子
で
有
名
だ
っ
た
「
き
ん
さ

ん
・
ぎ
ん
さ
ん
」
を
例
に
、
栄

養
・
運
動
・
社
会
参
加
が
健
康

長
寿
の
三
本
柱
で
あ
る
と
の
お

話
に
、
皆
う
な

ず
い
て
い
ま
し

た
。

　

昼
食
休
憩
を

は
さ
ん
で
、
第

2
部
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
。
上

老
連
サ
ー
ク
ル

「
す
み
れ
コ
ー

ラ
ス
」の
合
唱
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
歌
＆
楽
器

演
奏
な
ど
。最
後
に
即
興
の「
ド

ジ
ョ
ウ
す
く
い
」（
長
谷
川
永

峰
氏
指
導
）。
上
老
連
理
事
が

出
演
し
ま
し
た
が
、
会
場
か
ら

飛
入
り
参
加
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（

広
報
）

◆
「
下
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員

作
品
展
」の「
下
京
ま
ち
な
か

ア
ー
ト
」
へ
の
参
加
・
出
展

　
「
下
京
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」

は
、
学
生
や
区
民
の
作
品
展
示

や
演
奏
な
ど
を
通
じ
て
新
た
な

出
会
い
や
区
民
相
互
の
交
流
を

促
す
と
共
に
、
性
別
、
年
齢
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
多

様
な
人
達
や
団
体
の
活
動
の
発

表
機
会
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

下
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
こ
れ

に
参
画
し
て
令
和
７
年
３
月
12

日
～
16
日
の
５
日
間
、
ひ
と
・

ま
ち
交
流
館
京
都
に
て
「
下

京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
作
品

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
は
地
下
１
階

の
小
ぢ
ん
ま
り

し
た
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
し

た
が
、
階
上
通

路
か
ら
も
見
下

ろ
せ
る
作
品
映

え
す
る
場
所
で

す
。
こ
れ
に
先

立
ち
前
週
に
開

催
の
「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

作
品
展
」
に
お
い
て
、
ひ
と
・

ま
ち
会
場
に
見
合
っ
た
作
品
70

点
を
事
前
に
選
定
で
き
た
の

で
、
当
日
の
作
品
搬
入
か
ら
展

示
の
作
業
負
荷
は
か
な
り
軽
減

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
５
日
間
の
作
品

展
を
終
え
て
、
来
場
数

は
混
雑
す
る
事
な
く
平

均
27
名
／
日
、
同
時
開

催
の
賞
品
が
当
た
る
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
が
目
的
の
方
も
あ

り
ま
し
た
が
、
来
場
の

半
数
は
シ
ニ
ア
以
外

の
現
役
世
代
と
思
わ
れ

ま
す
。
来
場
の

き
っ
か
け
は
、

通
り
か
か
っ
た

の
で
、
近
く
に
用
が

あ
っ
て
、
と
い
う
方
が

多
く
を
占
め
ま
し
た
。

来
場
に
際
し
て
は
、
時

間
を
掛
け
て
作
品
を
見

て
頂
き
ま
し
た
。
中
に

は
出
来
栄
え
を
ほ
め
て
頂
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
現
状
を
一
言

申
せ
ば
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
作

品
展
が
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
仲

間
内
だ
け
の
作
品
展
に
終
始
す

る
だ
け
で
な
く
、
外
に
向
け
て

の
情
報
発
信
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
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広告にご協賛
いただいた皆さまへ

　この度は、広報紙「すこ
やかクラブ京都」に広告の
ご協賛を賜り、誠にありが
とうございました。今後も
よりよい紙面づくりを目指
し頑張ってまいりますの
で、末永きご支援のほどよ
ろしくお願い致します。

すこやかクラブ京都


